
 ひつじ組での生活も残り１か月となりました。先月の保育参観日では、 

保護者の方に初めて舞台の上で歌ったり表現したりする姿を見てもらう 

ことができ、「かっこよかったねって言ってもらったよ」「みんなすごかった

ねって言ってたよ」と喜びと自信に満ち溢れ過ごしている子どもたちです。

また、クラス全員そろって劇遊びができたことにも、「３０人そろったね！」

「みんなでできたね！」と喜び合う姿も見られました。一人ひとりが 

かけがえのない大切な存在であることや、みんなで一つの目標に向かって 

取り組むことの楽しさや喜びなどを心で感じて過ごすことを大切にして 

きました。これからも共に過ごすことの楽しさを感じながら、協力したり 

助け合ったりして友だちとの繋がりを深めていってほしいと思います。 

この一年、たくさんの経験を通して心も身体も大きく成長してきた 

子どもたちです。「もうすぐ、ぞうぐみ！」と年長児になることを 

意識し始め、張りきって過ごしています。大きくなった喜びと期待と 

自信を持って進級できるように、残りの日々も大切に過ごして 

いきたいと思います。 

ドキドキしながら階段を上り、ピンク色の帽子をかぶって照れ笑いを 

していた４月からもうすぐ一年が経ちますね。乳児クラスから幼児  

クラスになり、動きもますます活発になった子どもたち。嬉しいことや 

楽しいこと、たくさんの経験をしました。そして、この一年で友だちと 

一緒に同じルールで遊ぶ楽しさを感じること、イメージを共有し遊びを 

広げていくこと、また、同じ目的を持って協力し達成感を味わうことなど、 

友だちの存在もどんどん大きくなりました。関わりの中で自分との  

違いに気づいたり、相手の素敵なところをたくさん見つけたり、一緒に 

遊ぶ喜びが深まってきています。そんな子どもたちは今、鬼ごっこや 

かくれんぼに夢中です。友だちと鬼を交代（タッチ）し合ったり、ルールを 

守って遊んだり、時には「それはだめだよ!！」「お話聞いてよ」と思いを 

ぶつけ合うこともありますが、成長しようとしている姿だと嬉しく 

思っています。うさぎ組での生活も残り１か月！！今は「もうすぐ 

ひつじぐみ！！」と胸をはって過ごす日々です。大きくなった 

喜びを一つひとつ伝えながら、自信を持って過ごしていける 

ようにしたいと思います。 

 いよいよ、ぞう組での生活も、残すところ１か月となりました。 

ぞう組ではしあわせの村での『お泊まり保育』、友だちと力を合わせて 

取り組んだ『運動会』や『クリスマスのページェント』、劇あそび 

『めっきらもっきらどおんどん』など様々な経験をし、心も身体も大きく、 

たくましく成長した一年となりました。「またみんなでお泊まり保育 

したいな。」「組体操頑張ったね。」と、保育園での楽しかった思い出を 

一つひとつ振り返っています。卒園するのは寂しいと話す子どもたちですが、 

小学校へ行くことも楽しみにしていて、期待で胸を膨らませています。 

神さまやお家の方、周りの方々に愛され守られて大きくなったことを 

感謝して過ごしていきたいと思います。3/1４(火)『お別れ会』では 

異年齢の友だちやお世話になった先生たちにプレゼントを作って渡したり、 

3/18(土)保育修了式では、お別れの言葉をみんなで考えて伝えたりと感謝の 

気持ちをいろいろな形で伝えられるよう準備していきたいと思います。 

残りの日々を楽しく過ごし、子どもたち一人ひとりが自信を持って 

就学に向けて歩んでいけるようにしていきたいと思います。 
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    保育参観後、劇遊びの 
話をしていた時のこと。      

 Aくん「めっきらもっきらどおんどんを      
めっきらもっきらうどんうどんに 
変えたら面白そうやで。」 

Bくん「話、だいぶ変わるね。」 
Aくん「そうそう・・・   
やっほーい！おいら きつねうどん。     
わーい、友だち見―つけた！ 

あたい わかめうどん。     
わしは 肉うどんと申す。」       

Cくん「もう、“うどん”の話やん！」      
A くんの発想の面白さに 
笑いが起こりました。 

保育参観後の子どもたち、 
  「あぁ楽しかった！！」 

「また、やりたい！！」と、 
その言葉から心も身体もたくさん 
動かして楽しんだ様子が伝わってきました。 
保育者が「みんなすごく頑張ったねー！！」と 
拍手をすると「ケーキ買って帰るわ～！」と 
声が返ってきました。 
【嬉しい日はケーキ】、子どもらしい発想で 
とってもかわいかったです。その後は 
みんなで抱き合いギューッと一緒に 
喜び合いました。ご参観くださり、 

ありがとうございました。 
子どもたちも見てもらう喜びを 

感じ、自信につながった 
ようです！！ 

『おおかみと７匹の 
こやぎ』の劇以外にも 

劇遊びがしたいね、と子ども 
同士で話をしていました。      

Aちゃん「Bくんがハチのお洋服を制作で 
作ってるから、ハチが出てくる 
お話にしたらいいんじゃない？」 

Cちゃん「そんなお話あるかな？」 
Aちゃん「だったら、先生が作ればいいん 

じゃない？」 
保育者「先生に作れるかな？」 
Aちゃん「大丈夫だよ！やればできる 

って、先生いつも言ってる 
じゃん！」 

背中を押してくれる力強い 
一言に成長を感じました。 

 

・・・・・・ 


